
DVDプレーヤ開発での最重要キーパーツの一つ
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DVDでは要求される画質を、限られた容量のディスクにデジタルデータと
して記録するため、MPEG2圧縮が採用された。このMPEG2信号のデコードに
は大規模な電子回路が必要だが、家庭用DVD機器の実現には1チップの素子
開発が必須と考えられた。既に存在したMPEG2デコーダICを基礎にして、
DVDに特化した1チップLSIとして開発された世界初のDVD用MPEG2デコーダ
LSIである。最重要な基幹部品として採用され、家庭用DVDプレーヤの発売
が実現した。後継として周辺機能を取り込んだ高集積なLSIが開発され、
DVD機器の発達に貢献していくことになるが、その基礎となったLSIとして
重要である。
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